
 場 所

 内 容 講演１

 対象者

日 程 土

はびきのハンズオンセミナー

講演２

 大阪はびきの医療センター皮膚科主任部長／片岡葉子

15:20～15:50

アトピー性皮膚炎治療新時代における外用療法の意義と方法
新規治療薬のオーバービューと既存外用薬の効果を最大化するTIPS

ハンズオンセミナー

プロアクティブ療法～成功のコツ～
どこに、何を、どれだけ、いつまで塗るか？ステロイドを塗ってはいけない鑑別疾患など

大阪はびきの医療センター／片岡葉子 (皮膚科)

大阪はびきの医療センター／関田恵、盛光涼子、萩野恵梨花
（看護師・小児アレルギーエデュケーター・アレルギー疾患療養指導士）

16:00～16:40

15:00-16:40

 目的

小児アトピー性皮膚炎治療の
プライマリケアのための実 践 的アレルギー講 座

15:00～15:20

 大阪はびきの医療センター小児科副部長／髙岡有理
 アトピー性皮膚炎と食物アレルギーの関係～小児を中心に～

大阪はびきの医療センター
アトピー・アレルギーセンター

主  催

20261.24
大阪国際がんセンター1階  大講堂（ホール）

医療従事者（医師・看護師・薬剤師等）

意義とコツ

2018年以降、数多くの新規アトピー性皮膚炎治療薬が登場し高い治療効果が期待できる時代に
なりました。しかし、医療資源の適切な運用のために、既存外用薬を使いこなすことも求められ
ています。アトピー性皮膚炎は軽症～重症、乳児～成人まで連続性のある疾患ですので、プライ
マリケアの先生方との連携が欠かせません。新規治療薬の概説とともに、基礎治療薬であるステ
ロイド外用薬によるプロアクティブ療法成功のコツを習得していただければと思っています。

現地
開催



月19日 

参加申込みフォームURL

参加申込みフォームQR

医療従事者向け(医師・看護師・薬剤師等)

月

会 場 へ の ア ク セ ス大阪国際がんセンター

〒540-0008  大阪府大阪市中央区大手前３丁目１−69大阪国際がんセンター

Osaka Metoro 谷町線・中央線「谷町四丁目駅」
北改札・1-A出口より、地下通路直結
徒歩5分

京阪電鉄「天満橋駅」
東改札・14号出口を出て左へ、交差点を
右折して直進、谷町2丁目交差点を左折
徒歩10分

「大阪城大手前」
上町筋を南に直進、交差点を右折して直進
徒歩4分

駐車場無料
（駐車券を会場までお持ちください）

※ご記入いただいた個人情報は本公演の受付・運営のみに使用し、他の目的には使用いたしません。

事 前 申 込 方 法

1申込期日

https://forms.gle/SGe1RdRRcbqBitug9

アトピー・アレルギーセンター主催

下記URL、またはQRコードより事前登録ページに
アクセスしていただき、参加申し込みフォームに
必要事項をご入力ください。

【主　催】大阪はびきの医療センター
【後　援】公益財団法人日本アレルギー協会関西支部
　大阪府アレルギー疾患医療拠点病院事業

072-957-2121 habikinoiryou@ra.opho.jp

※大阪府医師会生涯研修1.0単位を取得予定。

小児アトピー性皮膚炎治療の
意義とコツ

【お問合わせ】
　大阪はびきの医療センター事務局
　経営企画グループ

https://forms.gle/SGe1RdRRcbqBitug9

